
 
 

No.WTE-2108 ＝ニュースレター８月号＝ 
東レエンジニアリング西日本は、エンジニアリング、マニュファクチュアリング、メンテナンスの３事業を柱とし、 

安全で高品質な製品を提供できる真の長期安定成長企業を目指します 
 

新任役員ご挨拶 
6月 24日の臨時取締役会にて、常務取締役、エンジニアリング事業本部長、施設事業部

長を拝命いたしました福井 以知郎（ふくい いちろう）です。 
これまでは東レエンジニアリングにて、プラント建設業務や品質保証業務に従事して参りました。

その経験を活かし東レエンジニアリング西日本の発展に寄与していきたいと思います。 
エンジニアリング事業本部には施設事業部とプラント事業部があり、主に前者は東レ向けの設

備工事を、後者は東レ以外のお客様向けの設備工事を担っています。それぞれ特徴や違いはあ
りますが、そこで得られたノウハウをもとに、様々なお客様へ「かゆいところに手が届く」、最適なソリ
ューションを提供していけるエンジニアリング事業を展開していきます。 

常務取締役 エンジニアリング事業本部長 施設事業部長 福井以知郎 
 
 

“トピックス” 

2021年 6月 21日 福井事業所 防災訓練実施 
6月 21日に地震発生・出火を想定して、福井事業所で初めての防災訓練を実施しま

した。避難から点呼までの一連の流れに加え、水消火器による消火訓練や避難梯子での
脱出訓練も行いました。 
日ごろ疑問に思っていた消火方法について、この訓練で消火器の使い方の説明を聞き、

実演を見て、理解を深めることができました。また、今まで一度も使用したことがなかった避
難梯子の脱出訓練では、墜落防止の保護具を着用し安全対策をした上で事務所の2階
から梯子を下ろし、代表者が実際に降りる訓練をしました。
窓枠を乗り越えるのに意外と高さがあり、近くに踏み台にな
るものが必要であるということが分かり、貴重な気づきとなり
ました。 
また合わせて、自治体が出しているハザードマップをもとに

近隣における危険個所の確認と、広域避難場所までの避
難経路について写真で確認を行いました。 

今回は初めての防災訓練ということもあって、不慣れで準備不足な点がありましたが、今後実施時
期を変えるなどして異なった条件下での防災訓練を行い、よりスムーズに避難ができる体制づくりをし
ていきたいと考えています。 

           （担当部署︓福井事業所 0776-73-4407） 
 
 
 
 
 



 
 

2021年 7月 1日 安全祈願（滋賀） 
新役員体制がスタートし、社長、役員、滋賀事業場長、従業員代表、衛生管理者およ

び安全管理部メンバーで、大津市にある建部大社に参拝し安全祈願を執り行いました。 
当社は、設備工事、機器・制御盤製作、保全業務において現場で作業することが多く、 

また、業務や通勤で車を使うことも多いため、新らたな体制の下でも全従業員が無事故・無
災害で働けるよう祈念すると共に、トータルゼロ災達成を改めて誓い合いました。 

 
（担当部署︓安全管理部 077-534-0956） 

 
2021年 7月 13日 高校生向け工場見学を開催 

 当社では、次世代を担う若者に「ものづくりの面白さ」を伝えるために、実際の製造現
場を見学してもらおうと、地元の工業高校の３年生を対象に、毎年工場見学会を開
催しています。今年は滋賀県立八幡工業高校より４名の生徒が参加しました。 
会議室で当社の概要説明の後、機器事業部の部品製作工場、制御盤製作工場

を見学し、熱心に説明を聴いていました。 
参加した生徒たちからは、必要な資

格、実作業や就業時間、職場の雰囲
気など、さまざまな質問がありました。また、大型工作機械や制御盤の製作過程を実
際に目にするのは初めての様子で、お客様のニーズに合わせて、一品一品を丁寧に
作り上げるものづくりの面白さを感じていました。部品製作工場では、出来上がった製
品が東レの製造現場でフィルムや液晶パネルの製造工程に使われるプロセスを説明し
て、東レグループ内での当社の役割の一端に触れていただくこともできました。（写真
は制御盤工場見学の様子）           

（担当部署︓総務部 077-534-0956） 
  

 
 

2021年 安全スローガン 
トータルゼロ災必達︕ 現場でＫＹ基本の徹底 
－ 無くそう︕『油断』『慢心』『思い込み』 － 

【ボート競技】全日本社会人選手権 エイト準優勝︕ 
6月 26日から 27日に第 71回全日本社会人選手権大会が戸田ボートコース（埼玉県戸田市）にて開催され、

当社従業員の江本拓斗選手が、東レ滋賀ボート部の一員として出場しました。 
エイトと舵手なしペアに出場し、エイトでは準優勝となりました。目標としていた優勝には惜しくも手が届きませんでした

が、全日本選手権に繋がる収穫ある大会となりました︕引き続き応援よろしくお願いします︕ 

一番右が江本選手 


